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俚楽の郷伝承体験館の指定管理者決まる
10名の議員が市政を問う
第2回議会報告会を開催
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元気いっぱい、輝く笑顔（清川小学校）
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６月定例会（主な議決事項、議員発議、請願・陳情）

成
26
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
９
日
か
ら
６

月
26
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

月
13
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
10
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
食
育
推
進
や
教
育
、
定
住
促

進
な
ど
、
執
行
部
と
活
発
な
論
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

案
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
１
億
１
８
８
５

万
円
・
累
計
２
６
２
億
７
８
２
万

８
千
円
）
や
豊
後
大
野
市
火
災
予

防
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
６
議
案

と
諮
問
１
件
、
請
願
１
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
35
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

平６提

の指定管理者がの指定管理者がの指定管理者が俚楽の郷伝承体験館の指定管理者がの指定管理者が決定
　俚楽の郷伝承体験館は前指定管理者の指定期間満了に伴い公募を行い、
選考した結果、奥豊後応援団を指定管理者として平成 26 年７月 1 日から
平成 29年 3月 31日までの期間指定するものです。

《主な事業》

保育所緊急整備事業
企業誘致推進事業
農地中間管理事業（新規事業）

3689万9千円
2164万7千円
1308万円

一般会計補正予算（第2号）

議員の権限
議員発議

地方財政の充実・強化を求める意見書

可
決全会一致

　被災地の復興や子育て、医療、介護などの社会保障、環境対策など、地方自治体が担う
役割は年々拡大しており、地域の財政需要を的確に見積もり、これに見合う地方交付税及
び一般財源総額を確保する必要がある。また、経済財政諮問会議などで法人実効税率の見
直しや償却資産に係る固定資産税の減免などが議論されているが、公共サービスの質の確
保を図るためにも、安定的かつ地域遍在性の小さい地方税財源を確立することが極めて重
要である。地方自治体の実態に見合った歳出・歳入を的確に見積もるためには、国と地方
自治体の十分な協議を保障した上で、地方財政計画、地方税、地方交付税の在り方につい
て決定する必要がある。
　よって、公共サービスの質の確保と地方自治体の安定的な行政運営を実現するため、平
成 27 年度の地方財政計画、地方交付税及び一般財源総額の拡大に向けるよう国の関係機関
に対し意見書の提出を行うものです。

あなたの意見や要望

請願・陳情
● 

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

　

 

１
復
元
お
よ
び
制
度
の
拡
充
を
図
る
た
め
の
、
２
０
１
５
年
度
政
府
予
算
に
係

　

 

る
意
見
書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

　

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
が
２
分
の
１

か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
結
果
、
自
治
体
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
・
主
体
的
な
取
り
組
み
を
引
き
出

す
教
育
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
条
件
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
２
０
１
５
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
、
次
の
事
項
が

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

１　

少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並 

　

み
の
豊
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

　

担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
と
と
も
に
制
度
の
拡
充
を
す
る

　

こ
と
。

● 

安
倍
内
閣
が
進
め
る
集
団
的
自
衛
権
容
認
に
反
対
す
る
請
願
書

　

安
倍
首
相
は
、
歴
代
政
権
が
禁
じ
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
認
め
る
憲
法
解

釈
へ
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
限
定
的
に
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
侵
害
へ
の
対
処
や

Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
後
方
支
援
等
の
活
動
強
化
の
立
法
措
置
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

世
論
調
査
で
は
反
対
が
多
数
を
占
め
、
歴
代
内
閣
が
海
外
で
戦
争
す
る
こ
と
に
歯

止
め
を
か
け
て
き
た
憲
法
解
釈
を
国
民
に
問
う
こ
と
も
な
く
勝
手
に
変
更
す
る
こ
と

に
国
民
が
危
機
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
立
憲
主
義
の
立
場
に
立
て
ば
、

日
本
の
在
り
方
を
左
右
す
る
解
釈
改
憲
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

市
民
の
平
和
と
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
に
も
現
行
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
政

府
解
釈
を
堅
持
す
る
よ
う
、
政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

― 

不
採
択 

―

― 

不
採
択 

―
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産
業
建
設 

常
任
委
員
会

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
定
に
つ
い
て

（
俚
楽
の
郷
伝
承
体
験
館
）

　

平
成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
前

指
定
管
理
者
で
あ
る
道
の
駅
原
尻
の
滝

の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
し
、
新
た
に

公
募
を
行
い
、
候
補
者
と
し
て
奥
豊
後

応
援
団
を
選
定
す
る
も
の
で
す
。

問　
工
房
に
つ
い
て
、
地
元
の
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
が
利
用
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
利
用
は
可
能
か
。

答　
陶
芸
館
、
体
験
館
等
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
条
例
に
基
づ
い
た
形
で
市
民

は
利
用
で
き
る
。

問　
新
し
い
指
定
管
理
者
が
管
理
を
行

う
に
当
た
り
必
要
な
施
設
、
設
備
な
ど

の
整
備
に
つ
い
て
、
項
目
・
機
器
ご
と

に
リ
ス
ト
化
を
行
い
、
前
管
理
者
が
負

担
す
る
も
の
、
市
が
負
担
す
る
も
の
を

明
確
に
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
は
。

答　
伝
承
館
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
音
響
関
係
の
機
器
等

６月定例会（委員会審査報告、人事案件）

委
員
会
審
査
報
告

総
務 

常
任
委
員
会

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会

●
財
産
の
無
償
譲
渡

　
（
旧
朝
地
小
学
校
体
育
館
等
）

　

平
成
16
年
４
月
に
朝
地
小
学
校
の
校

舎
が
新
築
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
旧
朝
地

小
学
校
の
跡
施
設
で
す
。
地
域
活
性
化

等
を
目
的
と
し
た
豊
後
の
大
地
（
現
時

点
で
は
任
意
団
体
）
か
ら
活
動
拠
点
と

し
て
利
用
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

問　
体
育
館
の
耐
震
性
は
。

答　
昭
和
56
年
以
前
の
建
物
の
た
め

現
在
の
建
築
基
準
法
に
よ
る
耐
震
力
は

判
断
さ
れ
て
い
な
い
。
譲
渡
を
希
望
す

る
団
体
に
は
そ
の
点
も
含
め
て
了
解
の

上
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

問　
修
繕
す
る
部
分
が
あ
る
の
か
。

答　
市
か
ら
の
修
繕
等
は
行
わ
な
い
。

最
善
の
管
理
を
す
る
中
で
活
動
し
、
解

体
も
含
め
て
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
で

理
解
し
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
あ
る
。

●
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改

　

善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２

　

分
の
１
復
元
及
び
制
度
の
拡
充
を
図

　

る
た
め
の
、
２
０
１
５
年
度
政
府
予

　

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請
に
つ

　

い
て

　

以
下
、
賛
成
と
反
対
の
討
論
で
す
。

反
対　

国
は
三
位
一
体
改
革
を
推
進

し
、
財
政
改
革
の
最
中
で
あ
る
。
３
分

の
１
の
減
額
分
の
補
填
と
し
て
税
額
を

移
譲
し
、
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て

い
る
。
や
は
り
財
政
改
革
が
一
番
大
事

で
は
な
か
ろ
う
か
。

賛
成　

自
治
体
に
よ
っ
て
差
が
で
る
懸

念
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
教
育
費
は
、

国
が
負
担
し
、
等
し
く
、
皆
が
教
育
を

受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

反
対　

国
が
な
ぜ
減
額
し
た
の
か
。
そ

こ
を
考
え
る
と
や
は
り
小
さ
な
政
府
を

目
指
す
こ
と
が
根
本
に
あ
る
と
考
え

る
。
小
さ
な
政
府
を
目
指
す
か
ら
、
地

方
に
権
限
や
財
源
も
移
譲
す
る
と
。
こ

の
方
向
性
自
体
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

●
安
倍
内
閣
が
進
め
る

　

集
団
的
自
衛
権
容
認
に
反
対
す
る
請
願
書

　

豊
後
大
野
市
議
会
基
本
条
例
第
17
条

に
基
づ
く
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
意
見
で
す
。

意
見　

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変
化

し
て
い
る
中
、
慎
重
に
考
え
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
。
意
見
書
案
の
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
に
強
く
反
対
し
そ
の
動

き
を
中
止
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
行
動
と

乖か
い

離り

す
る
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

日
本
国
民
を
守
る
、
日
本
の
国

を
守
る
と
い
う
点
で
は
場
合
に
よ
っ
て

は
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
国
民

の
意
見
を
十
分
聞
い
た
上
で
慎
重
に
決

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
は
継
続
審

査
で
お
願
い
し
た
い
。

意
見　

継
続
審
査
に
し
て
も
早
急
に
決

ま
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
意
見
書
の

文
面
が
変
わ
る
可
能
性
は
な
い
し
、
継

続
に
つ
い
て
の
賛
否
で
は
な
く
、
こ
の

意
見
書
提
出
の
賛
否
に
つ
い
て
今
の
時

点
で
結
論
を
出
し
て
お
く
べ
き
と
思
う
。俚楽の郷（伝承館）

【
そ
の
他
の
付
託
案
件
】

●
豊
後
大
野
市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
条

　

例
の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

●
請
願
書
（
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

　

求
め
た
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る

　

請
願
）

私
は
、
そ
の
方
向
性
自
体
は
日
本
の
財

政
状
況
か
ら
す
る
と
仕
方
が
な
い
。
今

さ
ら
大
き
な
政
府
を
維
持
す
る
と
い
う

こ
と
も
無
理
で
あ
る
。
日
本
の
将
来
を

考
え
れ
ば
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

賛
成　

教
育
費
は
、
世
界
の
水
準
と
比

較
す
る
と
下
位
に
あ
り
、
や
は
り
国
の

国
庫
負
担
制
度
を
２
分
の
１
に
戻
す
べ

き
で
あ
る
。
ど
こ
に
い
て
も
、
や
は
り

均
等
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
だ
。

反
対　

三
位
一
体
改
革
は
地
方
か
ら
要

請
さ
れ
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
三

位
一
体
改
革
以
後
、
県
や
知
事
が
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
、
都
会
と
比
べ
て
区

別
し
た
と
い
う
事
例
は
な
い
と
思
う
。

反
対　

３
分
の
１
に
減
額
に
な
っ
た
分

は
、
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
。
交

付
税
で
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
の
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
使
途
を
選
べ
る
と

い
う
点
で
あ
り
、
こ
こ
が
非
常
に
重
要

で
は
な
い
か
。

が
あ
り
、
音
響
機
器
は
、
お
お
む
ね
現

在
使
用
可
能
で
あ
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
は
、
一
部
巻
き
上
げ
機
械
の
故
障
が

あ
り
、
こ
れ
は
市
で
負
担
と
す
る
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
前
指
定
管

理
者
の
道
の
駅
原
尻
の
滝
が
10
台
程
度

所
有
し
て
お
り
、
整
備
は
、
新
た
な
指

定
管
理
者
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

喫
茶
店
の
換
気
扇
、
厨
房
の
排
水
に

つ
い
て
は
、
日
常
の
管
理
と
あ
る
の
で
、

前
管
理
者
で
あ
る
道
の
駅
原
尻
の
滝
に

改
修
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

適
任

同
意

人
事
案
件

任期　自：平成 26 年 10 月 1 日
　　　至：平成 29 年  9 月 30 日

任期　自：平成 26 年  7 月 1 日
　　　至：平成 30 年  6 月 30 日

原
はら

 田
だ

 睦
むつ

 枝
え

 氏
【三重町赤嶺】

生年月日　昭和 28 年  6 月 28 日

赤
あか

 峯
みね

 和
かず

 憲
のり

 氏
【大野町後田】

生年月日　昭和 25 年  5 月 2 日

人権擁護委員候補者の推薦

監査委員の選任

※適任＝市長は法務大臣に人権擁護委員を推薦する際、議会の意見（適任か不適任）を聞いて推薦しなければならない。
※同意＝市長が選任する副市長、監査委員、教育委員会委員など重要な選任については議会の同意が必要である。
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議会日誌
4月 5月 6月
 1 日㈫ 議会活性化委員会
 2 日㈬ 議会広報編集特別委員会
10日㈭ 議会活性化委員会
14日㈪ 議会広報編集特別委員会
17日㈭ 厚生文教常任委員会
21日㈪ 議会活性化委員会
22日㈫ 三重県いなべ市議会行政視察来庁
23日㈬ 産業建設常任委員会

 1 日㈭ 議会運営委員会
　　　　議会活性化委員会
 8 日㈭ 第 2回臨時会
 9 日㈮ 議会活性化委員会
12日㈪ 第 2回議会報告会（清川会場）
13日㈫ 第 2回議会報告会（朝地会場）
14日㈬ 第 2回議会報告会（緒方会場）
16日㈮ 第 2回議会報告会（千歳会場）
17日㈯ 第 2回議会報告会（大野会場）
18日㈰ 第 2回議会報告会（三重会場）
19日㈪ 第 2回議会報告会（犬飼会場）
21日㈬ 埼玉県上尾市議会行政視察来庁
　　　　議会活性化委員会
22日㈭ 議会活性化委員会行政視察
　　　　（延岡市議会）
30日㈮ 議会活性化委員会

 2 日㈪ 議会運営委員会
 5 日㈭ 議会運営委員会
 6 日㈮ 議会活性化委員会
 9 日㈪ 本会議（開会）
      　　議会広報編集特別委員会
　　　　議会運営委員会
13日㈮ 本会議（一般質問）
17日㈫ 本会議（一般質問）
18日㈬ 本会議（一般質問）
19日㈭ 本会議（議案質疑）
　　　　議会活性化委員会
　　　　議会運営委員会
20日㈮ 常任委員会
26日㈭ 本会議（討論・採決） 
　　　　議会活性化委員会
29日㈰ 議会活性化委員会（意見交換会）

６月定例会（賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野泰秀議員は議長職のため表決権はありません。

紙面の都合上、賛否が分かれた議案のみを掲載しています。

ががが10名の議員
を問うを問うを問う市政

月 13 日から 3日間にわたり行われた※一般質問には 10 名の議員が登壇し、保育制度や認知症
対策、定住促進など 23 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

６

小野勇治（8ページ）
・コンプライアンス（法令遵守）はどう実行
　されている

神志那文寛（９ページ）
・保育制度を拡充し、子育てしやすい
　豊後大野市に

内田俊和（10ページ）
・椎茸の補助金について
・食育推進について

衞藤正宏（11ページ）
・市民の健康づくりの推進は
・公務員倫理の確立を

工藤友生（12ページ）
・契約で市内業者は優先されているのか
・市内外への情報発信については
・東九州メディカルバレー構想については

朝倉秀康（13ページ）
・今年度朝地インター開通
・県道池田大原線あと１キロで貫通
　
宮成昭義（14ページ）
・認知症脳ドック検査費用の無料化を
・連携型小・中一貫校教育の取り組みは
　　　
小野順一（15ページ）
・土砂（軽微）災害の対応について
・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について

沓掛義範（16ページ）
・市民病院の利用促進について
・児童、生徒の学習環境の充実を

衞藤竜哉（17ページ）
・来年度のチャレンジデー参加率 50％を目指そう
・支所近隣の市有地に無許可駐車が多いのでは

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、
　　　　　　　本市議会の場合、質問時間は答弁も含め 1人 60分以内の一問一答方式で行っている。

会派名
議
決
結
果

議
決
月
日

緑政会 清風クラブ 市民クラブ

　　　　　　　　　　　議員名

案　件　　　　　　　　　　　

首
藤　

正
光

小
野　

順
一

長
野　

健
児

沓
掛　

義
範

衞
藤　

正
宏

内
田　

俊
和

小
野　

勇
治

川
野　

優
治

髙
山　

豊
吉

佐
藤　

辰
己

渡
辺　

一
文

生
野　

照
雄

宮
成　

寿
男

佐
藤　

徳
宣

衞
藤　

竜
哉

恵
藤
千
代
子

宮
成　

昭
義

朝
倉　

秀
康

工
藤　

友
生

神
志
那
文
寛

赤
峰　

映
洋

人権擁護委員候補者の推薦について 適任 6月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市総合計画策定審議会条例の一部改正に
ついて 可決 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市火災予防条例の一部改正について 可決 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の無償譲渡について
（旧朝地小学校体育館等） 可決 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について
（豊後大野市俚楽の郷伝承体験館） 可決 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年度豊後大野市一般会計補正予算
（第 2号） 可決 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願書（地方財政の充実・強化を求めた
国への意見書提出に関する請願） 採択 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安倍内閣が進める集団的自衛権容認に反
対する請願書 不採択 6月26日 × × × × ○ × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○

少人数学級の推進などの定数改善と義務
教育費国庫負担制度２分の１復元および
制度の拡充を図るための、2015 年度政
府予算に係る意見書採択の要請

不採択 6月26日 × × × ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市監査委員の選任について 同意 6月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全国市議会議長会第90会定期総会において表彰されました
【一般表彰（議員 10 年以上）】

首藤　正光　　　宮成　昭義　　　衞藤　正宏
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一　般　質　問～ 10 名の議員が市政を問う～

コンプライアンス（法令遵
じゅん

守
し ゅ

）は
                     どう実行されている

～ 公務員として資質の醸成に取り組む ～

質

質

質

質

質

質

質

質

質質

　

職
員
の
不
祥
事
は
原
因

究
明
と
対
応
を
ど
う
し
た

の
か
。

　

市
内
全
て
の
子
ど
も
の

育
ち
を
保
障
す
る
た
め
に
、

全
て
の
保
育
園
を
認
可
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
に
は
多
く
の
登
録
業

者
が
い
る
、
確
認
の
方
法

は
。

　

中
立
的
立
場
で
あ
る
べ

き
業
者
と
の
根
拠
の
な
い

随
意
契
約
の
行
為
は
※
民
法

１
０
８
条
に
触
れ
な
い
か
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
）
の
質
の
向
上
の

た
め
に
、
指
導
員
の
確
保

と
待
遇
改
善
の
た
め
の
予

算
措
置
が
必
要
で
は
。

　

結
果
責
任
を
取
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
が
新
た
な

横
領
が
発
覚
す
る
な
ど
市

民
へ
の
説
明
が
十
分
と
は

い
え
な
い
。
４
月
以
降
市

民
の
信
頼
を
損
な
う
よ
う

な
事
例
は
な
い
か
。

　

食
の
モ
デ
ル
事
業
は
同

じ
く
株
式
会
社
農
都
総
研

と
の
契
約
で
あ
る
。
こ
の

際
、
契
約
規
則
を
準
用
し

た
と
い
う
が
登
録
業
者
で

な
い
者
と
の
契
約
の
理
由

は
。

　

見
積
も
り
合
わ
せ
と
は

随ず
い

意い

契
約
の
こ
と
で
あ
る

が
間
違
い
な
い
か
。

　

職
員
研
修
に
係
る
株
式

会
社
農
都
総
研
と
の
契
約

は
随ず

い

意い

契
約
で
あ
る
が
、

市
の
入
札
参
加
資
格
登
録

を
し
て
い
る
か
。

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い

る
※
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
を
解

消
す
る
た
め
に
、
特
に
私

立
保
育
園
に
対
し
て
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

き
た
か
。

　

事
件
発
覚
以
降
、
内
部

調
査
及
び
関
係
者
の
処
分

を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
始

ま
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
」
を
前
に
認
可
外

保
育
所
に
対
し
て
、
新
制

度
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ

　

本
事
業
に
該
当
す
る
業

者
の
確
認
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
独
自
の
選
考

と
見
積
も
り
合
わ
せ
と
し

ま
し
た
。

　

随ず
い

意い

契
約
で
す
。

　

契
約
検
査
室
の
資
料

で
、一
人
で
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
は
触
れ
ま
せ

ん
。

　

小
学
校
と
幼
稚
園
・
保

育
園
と
の
連
携
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
一
部

の
園
と
の
交
流
し
か
で
き

て
い
な
い
、
公
立
と
比
べ

私
立
の
園
と
の
連
携
が
不

十
分
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
と
し
て
の
教
育
委

員
会
の
取
り
組
み
が
不
十

分
で
あ
り
ま
し
た
。

　

公
立
・
私
立
、
幼
稚

園
・
保
育
園
・
子
ど
も
園

と
い
っ
た
経
営
組
織
の
違

い
を
乗
り
越
え
、
市
全
体

の
幼
児
教
育
が
充
実
す
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
を
始

め
関
係
課
が
連
携
し
、
そ

の
推
進
役
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。

答
市
長

答
総
務
課
長

答
財
政
課
参
事

答
市
長

答
総
務
課
参
事

答
財
政
課
参
事

答
総
務
課
参
事

答
総
務
課
長

答
市
長

　

県
内
で
は
、
本
市
と
国

東
市
の
み
が
全
て
の
小
学

校
区
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
決
算
見
込
み

で
は
大
分
県
の
基
準
に
対

し
37
％
の
上
乗
せ
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

答
市
長

※小１プロブレム＝小学校に入学したばかりの１年生が、①集団行動がとれない、②授業中に座っていられない、③先生の話を聞かないなど、学校生
活になじめない状態が続くこと。

※民法 108 条＝同一の法律行為については、相手方の代理人となり、又は当事者双方の代理人となることはできない。ただし、債務の履行及び本人が
あらかじめ許諾した行為については、この限りでない。

元気に遊ぶ子どもたち 入札室

小
お

 野
の

 勇
ゆ う

 治
じ

緑 政 会

保
育
制
度
を
拡
充
し
、

　
　
　
　

 

子
育
て
し
や
す
い
豊
後
大
野
市
に

〜 

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

　

 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
目
指
す 

〜

神
こ う

志
じ

那
な

文
ふ み

寛
ひ ろ

日本共産党

う
に
個
別
説
明
会
を
開
催

し
、
現
場
保
育
所
の
不
安

解
消
と
新
制
度
へ
の
移
行

パ
タ
ー
ン
の
選
択
に
関
す

る
助
言
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

各
法
人
に
お
い
て
は
今

後
新
制
度
へ
の
移
行
方
針

が
正
式
に
決
定
さ
れ
て
い

く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
意

向
調
査
を
実
施
し
、
先
に

実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
結

果
に
基
づ
く
「
量
の
見
込

み
」
を
勘
案
し
、
今
後
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

に
お
い
て
、
児
童
福
祉
法

第
24
条
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
地
域
に
お
け
る
保
育

の
量
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

に
、
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。
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一　般　質　問～ 10 名の議員が市政を問う～

椎茸の補助金について

市民の健康づくりの推進は

～ 現状を維持 ～

～ あけあじ健康21を策定 ～

質

質

質 質

質

　

椎
茸
振
興
を
行
う
上
で

２
万
個
と
い
う
金
額
の
支

払
い
最
低
個
数
の
見
直
し

を
し
て
は
。

　

今
回
の
事
件
が
刑
事
告

発
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
は

大
変
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

公
務
員
倫
理
、
管
理
機
能

の
欠
如
、
公
金
意
識
の
希

薄
化
、
今
後
の
対
策
は
。

　

豊
後
大
野
市
健
康
づ
く

り
第
１
次
計
画
が
５
年
間

事
業
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
３
月
、
市
民
み
ん
な

で
取
り
組
む
行
動
目
標
と

し
て
、「
ぶ
ん
ご
お
お
の
健

康
づ
く
り
10
カ
条
」
を
掲

げ
ま
し
た
が
今
後
、
ど
う

推
進
し
て
い
く
の
か
。

　

食
の
モ
デ
ル
地
域
育
成

事
業
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
度
の
事
業
は
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、

今
後
の
計
画
は
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

で
の
株
式
会
社
農
都
総
研

の
社
長
の
話
で
は
、
こ
の

事
業
は
社
長
か
ら
豊
後
大

野
市
に
勧
め
た
と
あ
る
が
。

　

最
低
個
数
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
他
の
自
治
体
の

状
況
や
本
市
の
厳
し
い
財

政
面
か
ら
現
状
維
持
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
公
金
収
納
事
務
の
管
理

適
正
化
の
方
針
」
お
よ
び

「
公
金
取
扱
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

が
徹
底
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原

因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
取
り
組

み
と
し
て
、
商
工
会
や

里
の
駅
や
す
ら
ぎ
交
差

点
、
道
の
駅
研
究
会
に
対

し
、
本
事
業
に
お
け
る
骨

子
と
、
本
事
業
が
目
指
す

考
え
方
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
合
意
形
成
を
図
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ

ク
ラ
ブ
に
よ
る
地
域
食
材

と
薬
膳
を
絡
め
た
新
た

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
と
し

　

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

よ
り
前
に
こ
の
事
業
を
と

る
よ
う
私
が
指
示
し
て
い

ま
す
。

答
市
長

答
市
長

答
商
工
観
光
課
長

答
市
長

　

引
き
続
き
「
市
民
の
主

体
的
な
健
康
づ
く
り
や
生

活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
施

策
、健
康
管
理
を
重
視
し
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
豊

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
」
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、「
ぶ
ん

ご
お
お
の
健
康
づ
く
り
10

カ
条
」
概
要
版
を
全
戸
配

布
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

普
及
啓
発
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答
市
民
生
活
課
長

野菜ソムリエの皆さんぶんどこ節で健康増進ぶんごおおの健康づくり10カ条

食
育
推
進
に
つ
い
て

〜 

い
ろ
い
ろ
な
補
助
事
業
を
探
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

 

取
り
組
み
を
進
め
る 

〜

こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま

え
、
不
祥
事
を
生
む
温
床

が
な
い
か
全
職
員
を
挙
げ

て
見
直
し
作
業
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
不
祥

事
を
決
し
て
起
こ
さ
な

い
、
許
さ
な
い
職
場
環
境

を
構
築
し
、
職
員
に
対
す

る
意
識
啓
発
や
、
職
場
風

土
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

内
う ち

 田
だ

 俊
と し

 和
か ず

緑 政 会

て
、
犬
飼
町
長
谷
地
区
を

６
次
化
の
モ
デ
ル
地
域
に

指
定
し
、
食
と
農
を
絡
め

た
地
域
活
性
化
に
向
け
た

講
演
会
や
実
践
活
動
を
行

い
、
普
及
・
合
意
形
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
事

業
を
探
り
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
一
例
と

し
て
財
団
法
人
全
国
市
町

村
協
会
が
募
集
す
る
助
成

制
度
が
あ
り
、
事
業
申
請

を
行
っ
て
い
ま
す
。

衞
え

 藤
と う

 正
ま さ

 宏
ひ ろ

緑 政 会

公務員倫理の確立を

～ 公金取扱マニュアルの遵
じゅん

守
し ゅ

の徹底 ～

農林水産大臣賞を受賞した小野九洲男さんのほだ場
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一　般　質　問～ 10 名の議員が市政を問う～

今年度朝地インター開通

東九州メディカルバレー構想については
～ 県との連携を密にし、地場企業への
　　　　　 情報収集・発信等に努める ～

～ 道の駅あさじの防災機能を強化 ～

質

質

質

質

質

質

　

市
の
契
約
に
お
い
て
、

市
内
業
者
優
先
は
徹
底
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

市
報
や
自
主
放
送
番
組

の
内
容
や
構
成
が
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
し
ま
う
と
、
効

果
が
薄
れ
て
い
く
事
業
と

な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

　

関
心
や
利
用
度
を
高
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
自
主
放
送
番
組
内

で
市
内
の
事
業
者
等
が
利

用
で
き
る
よ
う
有
償
の
Ｃ

Ｍ
を
流
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

　

医
療
機
器
産
業
の
企
業

誘
致
や
市
内
企
業
の
新
規

参
入
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
や
雇
用
の
場
の
確
保
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ

レ
ー
構
想
に
関
す
る
取
り

組
み
、
考
え
は
。

　

中
九
州
道
は
朝
地
イ
ン

タ
ー
ま
で
今
年
度
開
通
、

平
成
30
年
度
に
は
竹
田
イ

ン
タ
ー
の
開
通
予
定
が
本

決
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。

豊
後
大
野
市
の
各
道
の
駅

は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し

て
本
腰
で
誘
客
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

①
道
の
駅
あ
さ
じ
の
駐

車
場
の
拡
張
は

　

②
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

し
て
い
る
附

帯
設
備
の
改
修
は

　

③
国
土
交
通
省
に
よ
る

防
災
機
能
強
化
の
方
針
な

ど
の
進
展
は
。

　

中
断
し
て
い
る
県
道
池

田
大
原
線
は
、
あ
と
１
キ

ロ
強
で
国
道
４
４
２
号
と

接
続
で
き
る
。
こ
の
路
線

は
防
災
、
産
業
、
観
光
面

で
も
重
要
で
整
備
の
要
望

が
あ
る
が
市
の
見
解
は
。

　

開
局
し
て
３
年
を
経
過

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ

り
良
い
番
組
制
作
に
努
め

る
た
め
、
実
態
調
査
を
含

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
、
要
望
を
把
握
す

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

広
告
・
宣
伝
を
さ
れ
る

側
で
制
作
し
提
供
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
条
件
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
放

送
時
間
や
料
金
の
設
定

等
、
事
前
調
査
を
図
り
、

放
送
番
組
審
議
会
等
に
諮

り
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

県
と
の
連
携
を
密
に
す

る
と
と
も
に
、
地
場
産
業

へ
の
情
報
収
集
・
発
信
等

に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

年
１
回
の
契
約
事
務
説

明
会
や
月
１
回
の
活
性
化

会
議
に
お
い
て
も
、
積

極
的
に
喚か

ん

起き

は
し
て
い
ま

す
。

　

国
土
交
通
省
と
の
協
議

で
は
、
道
の
駅
あ
さ
じ
を

大
規
模
災
害
時
の
一
時
避

難
場
所
や
救
援
復
旧
作
業

の
拠
点
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
防
災
設
備
を
設

置
し
、
不
足
し
て
い
る
駐

車
場
を
拡
張
・
整
備
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
維
持
管

理
を
行
う
附
帯
設
備
の
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

に
つ
い
て
は
防
災
拠

点
化
と
併
せ
て
整
備
計
画

に
盛
り
込
め
る
か
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

答
情
報
推
進
課
長

答
情
報
推
進
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答
財
政
課
参
事

答
市
長

　

市
内
の
国
県
道
、
河
川

整
備
等
の
一
括
要
望
の
中

で
、
当
該
路
線
は
朝
倉
記

念
公
園
が
あ
る
ほ
か
、
国

道
57
号
お
よ
び
４
４
２
号

を
結
ぶ
重
要
路
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
事
業
推
進
を
要

望
し
て
い
ま
す
。
県
の
回

答
は
、
当
該
路
線
の
計
画

で
は
２
基
の
ト
ン
ネ
ル
と

長
大
橋
が
含
ま
れ
、
少
な

く
と
も
20
億
円
以
上
を
要

す
試
算
で
、
当
初
の
計
画

を
見
直
し
、
他
の
路
線
の

進
捗
状
況
を
見
据
え
、
優

先
度
を
整
理
し
適
切
な
時

期
に
着
手
の
準
備
に
取
り

掛
か
り
た
い
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

答
市
長

川澄化学工業株式会社三重工場

行き止まりの池田大原線

道の駅あさじ

工
く

 藤
ど う

 友
と も

 生
き

市民クラブ

契約で市内業者は優先されているのか

市内外への情報発信については

～ 積極的に喚
かん

起
き

はしている ～

～ 情報を適切に管理し、共有化を推進 ～

※東九州メディカルバレー構想＝大分県と宮崎県が東九州地域において、医療機器を製造する企業が集積している特徴を生かし、医療機器産業の一層
の集積と地域経済への波及、この産業を生かした地域活性化と、医療分野でアジアに貢献する地域を目指し、「東九州地域医療産業拠点構想～東九州メ
ディカルバレー構想～」を共同で策定し、平成 23年 12月に地域活性化総合特区として指定を受けたもの。

※

朝
あ さ

 倉
く ら

 秀
ひ で

 康
や す

市民クラブ

　

本
年
７
月
に
設
計
業
者

と
委
託
契
約
を
締
結
予
定

な
の
で
、
今
後
は
設
計
業

者
を
含
め
具
体
的
な
協
議

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

県道池田大原線あと１キロで貫通

～ 優先度を整理し適切な時期に着手準備 ～

※
そ
の
他
の
質
問

・
真
の
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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一　般　質　問～ 10 名の議員が市政を問う～

認知症脳ドック検査費用の無料化を土砂（軽微）災害の対応について

連携型小・中一貫校教育の取り組みはＡＥＤ（自動体外式除細動器）について

～ 支援の予定はない ～～ 市民の自助・共助力に感謝 ～

～ 朝地小・中学校での推進状況を手本に推進 ～～ 公共施設等に55台設置 ～

質質

質

質

質

　

本
市
に
お
け
る
認
知
症

対
策
に
つ
い
て
４
点
の
視

点
か
ら
執
行
部
の
見
解
を

問
う
。

　

認
知
症
対
策
の
事
業
展

開
と
実
態
は
。

　

徘は
い

徊か
い

認
知
症
患
者
に
対

す
る
対
策
は
。

　

軽
度
認
知
症
患
者
へ
の

対
策
は
。

　

脳
ド
ッ
ク
検
査
で
の
無

料
化
は
。

　

本
年
２
月
、
46
年
ぶ
り

の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
除

雪
作
業
に
多
く
の
市
民
の

方
に
力
添
え
を
得
て
い
ま

す
。
本
市
は
豪
雨
に
よ
る

災
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

が
、
軽
微
な
災
害
の
対
応

と
し
て
市
民
の
方
に
よ
る

「
お
助
け
隊
」
な
る
組
織
の

立
ち
上
げ
に
よ
っ
て
こ
う

い
っ
た
災
害
に
つ
い
て
の

対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
市
内

全
て
の
小
・
中
学
校
で
実

施
さ
れ
る
が
、
取
り
組
み
、

推
進
は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

　

現
状
と
今
後
の
取
り
組

は
。

　

山
間
地
域
に
は
不
在
地

主
が
増
え
て
い
る
。
生
活

道
に
流
出
し
た
土
・
石
を

簡
易
に
除
去
で
き
る
条
件

整
備
は
で
き
な
い
か
。

　

本
年
４
月
時
点
で
、
本

市
に
お
け
る
日
常
生
活
自

立
度
Ⅱ
以
上
の
高
齢
者
数

は
１
９
８
４
人
で
「
認
知

症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
、
地
域
の

良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、
７
つ

の
視
点
で
施
策
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
建
設
業
者
と
締
結
し

て
い
る
「
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の

協
定
書
」
に
基
づ
き
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
「
非
常
災
害
時
に
お
け

る
土
地
の
一
時
使
用
」
の

場
合
を
除
き
、
道
路
の
維

持
管
理
に
は
隣
接
す
る
土

地
所
有
者
や
仮
設
設
備
用

地
、
土
捨
て
場
の
用
地
の

所
有
者
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　

ま
ず
は
地
域
で
不
在
地

主
と
連
絡
が
取
れ
、
協
力

依
頼
で
き
る
関
係
を
保
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

答
市
長

　

徘は
い

徊か
い

患
者
に
対
す
る
対

策
と
し
て
は
、
住
民
と
の

連
携
を
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
個

別
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
、
※
認
知

症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

要
綱
を
定
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
緊
急
時
に
備
え

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

脳
ド
ッ
ク
の
無
料
化
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
市

と
し
て
支
援
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

朝
地
小
・
中
学
校
を
手

本
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
順
次
設
置
し
、

９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

課
程
を
編
成
し
、
学
習
指

導
や
生
徒
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

た
だ
し
三
重
町
に
お
い

て
は
地
理
的
、
物
理
的
条

件
が
異
な
る
た
め
、
独
自

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
市
役
所

に
設
置
、
そ
の
後
多
く
の

人
が
集
ま
る
学
校
施
設
・

体
育
施
設
・
社
会
福
祉
施

設
等
に
順
次
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
が
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
だ
れ
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
今
後
も
講

習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。 答

教
育
長

答
学
校
教
育
課
長

答
市
民
生
活
課
長

　

今
回
の
除
雪
の
よ
う
に
、

建
設
業
者
が
保
有
す
る
機

材
・
人
材
で
は
間
に
合
わ

な
い
場
合
や
、
機
材
の
運

搬
が
で
き
な
い
場
合
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

他
市
の
制
度
を
調
査
し
、

重
機
の
機
種
・
運
転
資
格

者
・
作
業
範
囲
の
把
握
・

補
助
金
額
算
定
等
の
事
務

量
や
労
働
災
害
保
険
・
傷

害
保
険
の
費
用
等
を
検
討

し
、
合
理
的
で
有
効
な
制

度
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

朝地小・中学校

認知症ケア研究会による講演会の様子

消防車に積載しているAED

小
お

 野
の

 順
じゅん

 一
い ち

緑 政 会

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

市民クラブ

※※

※認知症ＳＯＳネットワーク要綱＝行方不明となった認知症高齢者等を地域の協力を得て早期に発見し、保護するためのもの。
※連携型小・中一貫校教育＝９年間を見通した一貫した教育課程を編成し、小・中学校の教職員が協働して、児童・生徒の発達段階に応じた系統的・
継続的な学習指導や生徒指導を行うもの。

※ＡＥＤ（自動体外式除細動器）＝心臓突然死の原因である心室細動に電気ショックを与えることにより正常な状態に戻す機器。
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一　般　質　問～ 10 名の議員が市政を問う～

質質

質

質

　

自
宅
と
市
民
病
院
を
送

迎
す
る
な
ど
、
利
用
者
の

利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う

な
き
め
細
や
か
な
対
応
は

で
き
な
い
か
。

　

５
月
28
日
に
行
わ
れ
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４

は
、
市
全
体
と
し
て
３
回

目
の
取
り
組
み
で
す
が
、

勝
負
に
は
負
け
は
し
た
が

目
標
の
40
％
超
え
を
果
た

し
、
42
・
３
％
、
大
き
な

達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

　

報
告
を
待
つ
姿
勢
で
は

な
く
、
報
告
を
も
ら
い
に

伺
う
と
い
っ
た
積
極
的
な

活
動
と
い
っ
た
こ
と
も
取

り
組
ん
で
良
い
の
で
は
な

い
か
。
次
回
の
目
標
50
％

超
え
を
目
指
す
の
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
く
の
か
。

　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
の

指
定
管
理
の
民
間
運
用
が

始
ま
り
、
本
庁
舎
勤
務
の

職
員
に
対
し
て
駐
車
場
が

有
料
化
さ
れ
、
駐
車
場
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と

伺
っ
た
。
一
方
、
支
所
職

員
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
若
干
の
不
公
平
が

生
じ
て
い
な
い
か
。

　

ま
た
、
市
有
地
に
平
気

で
駐
車
場
代
わ
り
に
利
用

す
る
市
民
も
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。
市
と
し
て
一
定

の
枠
組
み
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

各
学
校
の
設
置
状
況
に

差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
児

童
、
生
徒
の
熱
中
症
予
防
、

教
育
環
境
の
整
備
に
エ
ア

コ
ン
の
設
置
を
検
討
し
て

は
。

　

現
在
の
市
民
病
院
の
患

者
数
は
本
年
４
月
に
お
い

て
、
外
来
患
者
数
は
１

日
当
た
り
３
８
５
人
、
１

日
平
均
の
入
院
患
者
数
は

１
６
９
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
域
の
高
齢

化
や
独
居
世
帯
の
増
加
等

に
よ
り
通
院
手
段
は
ま
す

ま
す
深
刻
な
問
題
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
社
会
教
育
課

だ
け
で
な
く
関
係
部
署
で

構
成
す
る
作
業
部
会
や
実

行
委
員
会
に
お
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
来
年
度

の
参
加
率
を
上
げ
る
べ
く

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
本

市
が
進
め
る
「
※
あ
け
あ

じ
」
運
動
を
通
し
て
市
全

体
が
元
気
に
な
る
よ
う
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
て
の
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

る
犬
飼
中
学
校
で
の
本
年

度
の
使
用
状
況
は
５
月
に

１
日
の
み
使
用
し
て
い
ま

答
病
院
事
業
管
理
者

答
教
育
長

答
教
育
長

　

本
庁
舎
勤
務
以
外
の
職

員
は
、
支
所
の
駐
車
場
を

無
料
で
利
用
し
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
す
。
本
庁
職

員
と
の
公
平
性
を
考
慮
し

な
が
ら
駐
車
場
利
用
の
在

り
方
を
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

答
財
政
課
長

バス待合所（市民病院）

エイトピアおおの駐車場

チャレンジデー（緒方町会場）

　

ま
た
、
支
所
近
隣
の
無

許
可
使
用
が
見
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
の
で
使
用

者
等
に
指
導
、
協
議
を
行

い
適
正
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
今
後
は
、
使
用
許

可
や
貸
付
契
約
等
を
行

い
、
市
民
の
公
平
性
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

沓
く つ

 掛
か け

 義
よ し

 範
の り

緑 政 会

衞
え

 藤
と う

 竜
た つ

 哉
や

市民クラブ

市民病院の利用促進について来年度のチャレンジデー参加率
　　　　　　　　50％を目指そう

～ 通院が困難な患者の送迎は
　 検討すべき時期にきている ～

～ アンケートなどの結果から
　 参加率を更に上げる手法を検討 ～

※あけあじ運動＝あなたの、けんこう（健康）、あなた、じしん（自身）で、の頭文字をとった造語。本市の健康づくり推進のキャッチフレーズ。

　

現
在
、
当
院
で
は
無
医

地
区
へ
の
巡
回
診
療
や
通

院
困
難
な
患
者
へ
の
訪
問

診
療
・
訪
問
看
護
を
行
う

な
ど
、
患
者
の
利
便
性
に

沿
っ
た
診
療
を
提
供
し
て

お
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
診
療
報
酬
の

改
定
に
よ
り
、
通
院
患
者

を
病
院
へ
送
迎
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
は

利
便
性
の
向
上
と
と
も
に

病
院
の
収
益
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

児童、生徒の学習環境の充実を

～ 充実に向けた取り組みを改めて検証 ～

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
緊
急
、

優
先
的
に
学
校
施
設
耐
震

化
事
業
に
取
り
組
み
、
本

年
度
を
も
っ
て
当
初
計
画

さ
れ
た
事
業
を
完
了
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
先
送
り

さ
れ
て
き
た
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

に

伴
う
大
規
模
修
繕
も
あ
り

ま
す
が
児
童
、
生
徒
の
学

習
環
境
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
改
め
て
検
証

し
、
そ
の
必
要
性
を
調
査

研
究
し
方
向
性
を
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

教室に設置しているエアコン（犬飼中学校）
※あけあじ運動＝あなたの、けんこう（健康）、あなた、じしん（自身）で、の頭文字をとった造語。本市の健康づくり推進のキャッチフレーズ。

※
そ
の
他
の
質
問

・
定
住
促
進
に
つ
い
て

※
そ
の
他
の
質
問

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

利
用
度
は

支
所
近
隣
の
市
有
地
に

　
　
　
　
　
　

無
許
可
駐
車
が
多
い
の
で
は

〜 

支
所
駐
車
場
も
含
め
使
用
者
に

　

 

指
導
や
協
議
を
行
い
適
正
化
に
努
め
ま
す 

〜
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年に引き続き、第２回議会報告会を８会場で開催しました。全議員 22 人が２班に分かれ、今年
は２部構成として、第１部で議会報告（３月定例会の審議内容や議会改革の取り組み、各常任

委員会の活動など）を行いました。第２部では、「定住促進」をテーマに意見交換を行い、８会場で延
べ 133 人の皆さまにご参加をいただき、活発な質疑や意見交換が行われました。
　ここでは、主な質疑・回答、アンケートの結果について、ご紹介します。
　なお、来年も議会基本条例に基づき、議会報告会を開催しますので、より多くの市民の皆さまのご
来場をお待ちしております。

昨

開催日時 開催場所 人数 開催日時 開催場所 人数
5月12日（月）午後７時～ 神 楽 会 館 16人 5月 17日（土）午後７時～ 隣 保 館 10人

5月 13日（火）午後７時～ 朝地公民館 19人 5月 18日（日）午後２時～ 市役所本庁 33人
5月14日（水）午後７時～ 緒方公民館 13人 5月 18日（日）午後７時～ 市役所本庁 12人
5月16日（金）午後７時～ 千 歳 支 所 13人 5月 19日（月）午後７時～ 犬飼公民館 17人

第２回議会報告会を開催

アンケート集計結果
性　別

今回の議会報告会の試みをどのように考えますか。

年　代

議会や議員の活動について満足していますか。

男：85.6％

70代以上：22.8％

60代：34.2％
50代：34.2％

40代：7.0％
30代：1.8％

女：14.4％

必要：66％
どちらかといえば
必要：26％

どちらかといえば
満足：56％どちらかといえば

不満足：22％

不満足：9.9％

満足：12.1％
どちらかといえば
不要：2.9％

不要：1％ 分からない：3.8％

議会報告会

問　
常
任
委
員
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
団

体
と
意
見
交
換
会
を
や
っ
て
い
る
と
。
そ

う
い
う
内
容
を
含
め
て
議
会
だ
よ
り
を
充

実
し
て
ほ
し
い
。

答　
今
後
協
議
し
て
、
そ
う
い
う
方
向

で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
第
２
部

　
　

定
住
促
進
に
関
す
る
意
見

　
○
転
入
さ
れ
た
が
な
ぜ
住
み
た
い
と
思
っ

た
の
か
。
仕
事
の
都
合
と
か
い
ろ
ん
な
事

情
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
と
は
違
っ
た

と
こ
ろ
で
、
気
に
入
っ
た
か
ら
住
み
た
い

と
思
っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
が
豊
後
大
野
市
の
売
り
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
調
査
し
て
み

て
は
。

○
市
内
で
も
人
口
が
増
加
し
た
地
域
が
あ

る
と
思
う
。
増
え
た
要
因
は
な
に
か
、
そ

こ
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
女
性
が
集
ま
れ
ば
男
性
も
集
ま
る
。
特

に
若
い
女
性
の
職
場
を
誘
致
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
質
疑
応
答

問　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
は
、

昨
年
か
ら
工
事
し
て
い
る
が
、
い
つ
完
成

に
な
る
の
か
。

答　
目
標
は
来
年
の
10
月
で
す
。
本
来

も
う
少
し
早
く
始
ま
る
予
定
で
し
た
が
、

整
地
に
時
間
が
か
か
り
当
初
よ
り
３
ヵ
月

く
ら
い
延
び
ま
し
た
。

問　
太
陽
光
発
電
事
業
は
、
収
入
が

１
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
計
画
ど

お
り
に
発
電
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
第
５
発
電
所
、
旧
大
野
町
公
民
館

跡
地
の
発
電
は
開
始
し
て
い
ま
せ
ん
。
最

終
的
に
西
大
分
の
変
電
所
に
送
ら
れ
る

が
、
西
大
分
の
変
電
所
は
容
量
を
超
え
て

お
り
、
今
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
の
こ

と
で
、
工
事
が
終
了
す
る
ま
で
は
発
電
で

き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　
地
方
交
付
税
約
１
１
４
億
円
は
い

つ
ま
で
こ
の
金
額
が
く
る
の
か
。

答　
今
年
度
ま
で
で
す
。
来
年
度
か
ら

段
階
的
に
削
減
さ
れ
ま
す
。
５
年
間
で
約

35
億
円
で
あ
り
ま
す
。

○
大
分
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
は
、
犬
飼
が

適
地
。
人
口
減
少
を
止
め
る
た
め
に
、
犬

飼
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
を
整
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

○
今
住
ん
で
い
る
人
が
外
に
出
な
い
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
が
新
築
す
る
と
き
に
補

助
を
す
る
な
ど
、
そ
う
い
う
策
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

○
移
住
す
る
と
き
一
番
困
っ
た
の
は
、
水

道
と
宅
地
転
用
で
あ
っ
た
。
水
道
を
引
く

と
な
る
と
な
か
り
の
支
出
を
伴
う
の
で
、

補
助
制
度
が
あ
れ
ば
助
か
る
の
で
は
な
い

か
。

　

皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
質
疑
や

意
見
の
中
で
、
執
行
部
に
送
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
た
も
の

は
、
市
長
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
開
催
し
ま
し
た
議
会

報
告
会
の
数
会
場
に
お
い
て
参
加

さ
れ
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
不

快
感
を
与
え
た
と
し
て
、
抗
議
書

の
提
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
議
会
報
告
会
の
開

催
趣
旨
に
鑑
み
、
誠
に
遺
憾
な
こ

と
で
あ
り
反
省
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
度
の
抗
議
書
を
謙
虚
に
受

け
止
め
今
後
こ
う
し
た
状
況
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
し
て
議

会
報
告
会
が
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
が

発
言
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
向
け
て
議
員
一
同
、
一
層
の
取

り
組
み
を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
豊
後
大
野
市
議

会
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

議
長　

小
野　

泰
秀
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REPORT
議会活性化委員会活動報告

杵
市
議
会
で
は
、
政
策

討
論
会
、
意
見
交
換
会
、

政
策
提
言
、
政
策
条
例
、
議
会
中

継
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

政
策
討
論
会
で
は
、
市
議
会
が

主
催
で
市
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
、
施

策
の
問
題
課
題
の
検
証
を
行
う
場

と
し
て
市
議
会
と
市
長
が
自
由
に

討
論
を
し
、
そ
の
解
決
策
を
見
出

し
て
い
く
任
意
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
政
策
提

言
と
し
て
市
長
に
提
出
し
て
い
ま

す
。

　

政
策
討
論
会
と
連
携
し
た
取
り

組
み
と
し
て
、
政
策
討
論
会
で
見

出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
市

民
団
体
等
と
意
見
交
換
会
を
行

い
、
市
民
意
識
の
把
握
に
努
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

政
策
討
論
会
で
最
も
時
間
を
か

け
、
協
議
さ
れ
た
課
題
と
し
て
農

業
問
題
が
挙
げ
ら
れ
、
臼
杵
市
農

業
が
目
指
す
方
向
性
を
示
す
た

め
、
農
業
に
関
す
る
政
策
条
例
の

制
定
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成

22
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議

岡
市
議
会
で
は
、
主
に

政
策
提
言
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
延
岡
市
議
会

は
各
政
党
や
会
派
単
位
で
政
策
提

言
が
さ
れ
て
い
た
が
、
提
言
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
が
な
か
っ

た
た
め
、
平
成
17
年
か
ら
議
会
の

総
意
と
し
て
の
提
言
を
行
う
た

め
、
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

構
成
は
、
正
副
議
長
、
会
派
代
表

者
、
市
長
、
副
市
長
で
年
３
回
程

度
行
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
充
実

強
化
す
る
た
め
に
、
平
成
20
年
、

議
会
及
び
市
当
局
が
共
通
の
認
識

の
も
と
に
政
策
を
検
証
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
で
、
議
会
で
の
政

策
理
解
を
深
め
、
市
当
局
の
政
策

立
案
及
び
政
策
に
向
け
た
提
言
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
議
長
を
会

長
と
す
る
政
策
提
言
議
員
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

伯
市
議
会
で
は
、
議
会

基
本
条
例
を
平
成
22
年

に
制
定
を
し
、条
例
に
つ
い
て
は
、

開
か
れ
た
議
会
を
構
築
す
る
た
め

に
な
す
べ
き
こ
と
、
活
力
あ
る
議

会
を
現
出
す
る
た
め
に
果
た
す
べ

き
こ
と
を
理
念
と
し
て
組
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
実

施
時
期
を
原
則
と
し
て
５
月
と
11

月
の
２
回
と
し
て
お
り
、
会
場
に

つ
い
て
は
中
学
校
区
を
基
盤
と
し

た
15
カ
所
と
し
、
使
用
す
る
会
場

は
毎
年
同
じ
施
設
と
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
報
告
会
終
了
後
、
成

果
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
各
班

の
班
長
か
ら
議
長
に
報
告
書
を
提

出
し
、
市
民
か
ら
の
政
策
課
題
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
政
策

研
究
会
に
て
取
り
扱
い
、
全
て
の

結
果
に
つ
い
て
は
議
会
広
報
等
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

臼延

佐市

平成25年12月 24日　臼杵市議会平成26年5月22日　宮崎県延岡市議会

平成26年1月15日　佐伯市議会平成26年6月29日　意見交換会

員
提
案
に
よ
る
「
ほ
ん
ま
も
ん
の

里
み
ん
な
で
作
る
臼
杵
市
食
と
農

業
基
本
条
例
」
が
可
決
さ
れ
、
初

の
政
策
条
例
制
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
会
中
継
に
つ
い
て
は
、
平
成

13
年
６
月
定
例
会
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
本
会
議
の
み
の
放
送
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
か
ら
放
送

回
数
を
増
加
さ
せ
、
一
方
、
文
字

放
送
、
デ
ー
タ
放
送
に
つ
い
て
も

活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
23
年
に
見
直
し
を
行
い
、

幹
事
会
を
設
置
し
、
テ
ー
マ
に
つ

い
て
も
全
議
員
か
ら
案
を
出
し
、

幹
事
会
で
ま
と
め
、
議
会
全
体
で

協
議
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
提
言
に
つ
い
て
は
平
成
20

年
か
ら
毎
年
行
っ
て
お
り
、
近
年

で
は
「
災
害
（
津
波
）
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」、「
高
速
道
路
開
通
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の

提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
が
本
市
の
議
会
改

革
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
試
金

石
と
な
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
議
案
の
審
査
に
当
た
っ

て
、
直
接
市
民
の
声
を
聞
く
場
と

し
て
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。
現
在
の
モ
ニ

タ
ー
数
は
、
個
人
15
名
、
27
団
体

で
、
モ
ニ
タ
ー
に
は
議
会
の
年
間

行
事
予
定
表
を
配
付
し
た
上
で
、

さ
ら
に
議
会
日
程
も
細
か
に
お
知

ら
せ
し
、
傍
聴
い
た
だ
く
た
め
の

情
報
を
積
極
的
に
開
示
し
て
い
ま

す
。

　

自
助
努
力
な
く
し
て
進
化
は
あ

り
得
ず
、
こ
の
意
思
の
有
無
こ
そ

が
議
会
に
求
め
ら
れ
る
議
会
改
革

の
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

　議会活性化委員会では、昨年５月の設置以来、これまで46回の委員会を開催し、議会改革に向けて
取り組んでいます。この間、議会改革の先進地である臼杵市議会、佐伯市議会、そして宮崎県延岡市議
会を視察しましたので、視察のご報告と最近の活動についてご紹介します。

民団体である「市民の集い」と議会活性化委
員会との意見交換会が議会基本条例第 14 条に

基づき、中央公民館講座室で開催されました。
　「開かれた地方議会を目指すには」をテーマに開催
された意見交換会では、議会の活性化や議会改革など
について、活発な意見交換が行われました。

６月定例会（活動報告）

臼杵市の概要

人口　39,458 人
（7月 1日現在）
面積　 291.08㎢
議員定数 18人

佐伯市の概要

人口　76,437 人
（6月末現在）
面積　 903.4㎢
議員定数 26人

延岡市の概要

人口 127,106 人
（7月 1日現在）
面積 867.99㎢
議員定数 29人

全国議会改革度調査で
85位に入りました

　このたび日経グローカルによる第３回全国市区議
会に関する議会改革度調査で、全国 813 市区議会の
うち 85 位にランクいたしました。２年前の前回調査
182 位を大幅に上回るものであり、県内では 30 位の
佐伯市議会、36 位の大分市議会に次ぐものです。
　まだまだ、本市議会より上位には、先進的な議会
が多数ありますが、ランクを上昇することができた
ことは、議会報告会の開催や、議案書等のインター
ネットへの掲載など、これまでの議会改革の取り組
みの方向性が間違っていなかったものであります。
今後も更なる高みをめざし、議会改革の取り組みを
さらに進めてまいりたいと思います。

287位
182位

85位

平成 22年度

平成 24年度

平成 26年度
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　豊後大野市は、自然がとても豊かです。木や森が多くて町じゅう
に緑があふれてきれいです。また、滝も有名です。大野町にある沈
堕の滝や緒方町の原尻の滝などには、たくさんの人が観光に来てい
ます。
　私が通う大野小学校にもよいところがたくさんあります。休み時
間には、みんな元気に遊びます。また、毎年児童会の活動であいさ
つ運動をしていますが、大きな声で自分からあいさつをする人が増
えてきて、あいさつもよくなってきました。
　学校では、いろんな行事を、１年生から６年生まで参加した縦割
り班で行っています。縦割り班の活動のときは、高学年の人たちが、
１・２年生に、活動の仕方を教えたり、困っている人を進んで手伝っ
たりします。
　これからも、あいさつや友達への思いやりなどを大切にして、大
好きな豊後大野市をささえる一員になれるよう、がんばっていきた
いと思います。

　朝地中学校は、朝地小学校と共に連携型小・中一貫校として学習
しています。その活動として、読み聞かせや小中合同縦割り班での
活動などがあり、小学生との交流を楽しみにしています。
　読み聞かせでは、小学生が楽しめるように、読むスピード、めく
るタイミング、声の大きさなどに気をつけて練習します。小学生か
らの「私たちのために読んでくれてありがとうございます」などと
いう感想を聞くと、やってよかったなと思うと共に、心が温かくな
ります。
　合同縦割り班では、レクリエーション活動、あいさつ運動やク
リーン作戦など、さまざまな企画を立て実施しています。小学生の
元気いっぱいな姿に私たちも元気をもらっています。
　この活動を通して、責任を持ち、やり遂げる力や相手の目線に立
ち理解しようとする力が養われると思います。その力は、社会に出
たときに必ず必要になるものだと考えています。今後も積極的に交
流していきたいです。

豊後大野市のよいところ、大野小学校のよいところ

小学生とのつながりの中で

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介

大野小学校　６年

大
おお

　島
しま

　　楓
かえで

朝地中学校　３年

羽
は

田
だ

野
の

　芽
め

依
い
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議会を傍聴してみませんか？
次回9月定例会は、9月２日に開会予定です。
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　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。


